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議
第
二
十
二
号
議
案 

埼
玉
県
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
（
令

和
元
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
・
第
四
十
九
条
」
を
「―

第
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
三
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
第
七
項
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準

ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
」
を
「
電
磁
的
記
録

媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

７ 

市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
て
い

な
い
疑
い
が
あ
る
又
は
虚
偽
の
届
出
の
疑
い
が
あ
る
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
を
行
う
施
設
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
通
知
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

８ 

市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
長
が
無
料
低
額
宿
泊
所
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
行
う
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
、
「
法
第
六
十
八
条
の
二
第
二
項
」
と
す
る
。 

 

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
し
な
い
」
を
「
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
知
事
は
、
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
」
を
加
え
、
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
か

ら
第
六
項
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
」
に
、
「
、
第
四
十
八
条
及
び
第
四
十
九
条
」
を

「
及
び
第
四
十
八
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
四
十
八
条
の
二 

第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し

た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 

第
四
十
九
条
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
、
「
同
条
」
を
「
各
本
条
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 



2 

 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
提
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提 

案 

理 

由 

 

社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
被
保
護
者
等
住
居
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
の
開
始

前
に
必
要
な
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
罰
則
を
課
す
等
し
た
い
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 


